
臼杵市医師会立コスモス病院 舛友 一洋

患者急変時の

在宅医療・救急医療連携について

令和６年度在宅医療・救急医療等の
連携にかかるオンラインセミナー

2024年11月22日 島原市



老いても、病んでも自分らしく暮らせる地域作りを

自分らしい生き方を選択しましょう

生きる

石仏が見守るこの臼杵で 活きる
逝ききる  

在宅医療介護連携推進事業

臼杵市Z会議

市民が選ぶ 暮らしを支える ことができる様

顔の見える関係 から 信頼し合える
協働できる関係へ

更に 進化しよう 2







かかりつけ医
どっちを選ぶ？

通院できなくなったら

往診してくれる 他の医師に任せる



一方向の情報閲覧と双方向の情報共有

情報開示側

情報閲覧側

データは病院にある データを集めて活用 6



「うすき石仏ねっと」とは、
臼杵市内の医療・介護機関を結
ぶ情報ネットワークです。

皆様に「石仏カード」を提示し
ていただくことで、様々な機関
にあるデータを共有することが
できるようになります。

石仏があなたを守って下さる

臼杵市医師会立コスモス病院
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臼杵市医師会立コスモス病院

地域共通ＩＤ データ集約統合型データベース

石仏カード（地域共通ID）を用いた
情報管理

同意者Uさんの情報

薬剤
病名
入院歴検査 介護

閲覧

自施設のＩＤ

更新

病院

介護施設
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ちあほっと連携キー発行件数
1,786件（年間出生数約200人）

臼杵市医師会立コスモス病院

ただ今、拡充中
同意者数

2012年 2013年

（人）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
（月）

2021年 2022年 2023年
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検査結果参照 画面

異なる医療機関の
検査結果も時系列で表示

健診データも！
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臼杵市医師会立コスモス病院

電子化お薬手帳

薬歴情報表示

・ダブルクリックでお薬情報
・処方薬だけでなく、注射薬剤も表示 11



掲示板

メール

紹介状

診療情報

既往歴・アレルギー歴

入院時要約 （医師、看護師）

入院時情報 （リハ、ＭＳＷ）

指導内容 （栄養士、薬剤師）

患者基本情報・保険情報

検査結果

検体検査

画像検査

画像レポート

患者共有情報 （メモ）

医薬連携

薬歴表示 （お薬手帳）

使用薬剤一覧

薬剤情報表示 ( Ｄ Ｉ )

在宅・介護連携

介護連携シート

災害時要援護者 把握シート

緊急時連携シート

歯科連携

歯科情報

歯科治療管理

歯周病チェック

訪問歯科衛生指導

糖尿病連携

糖尿病基本情報

導尿病連携シート

糖尿病連携パス

心疾患連携

心疾患連携シート

心疾患連携パス

緩和ケア連携
緩和ケア連携パス

緩和ケア共有情報

認知症連携
認知症連携パス

認知症共有情報

疾患連携
機能概要図

コミュニケーション

健診

健康診断情報

子育て支援

子育て支援アプリ連動

救急

通信指令室閲覧



消防署通信指令室 閲覧画面

調剤情報より自動判定
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現場滞在時間の短縮
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DNAR
ACP
人生最終段階希望
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よく話し合っていれば家族は救急車を呼ばない



「やっぱ家がいいんじゃ」

NP

歯科衛生士

人工呼吸器

酸素療法

高カロリー輸液









身
体
が
生
き

て
い
る

人のいのちの二重の見方

生物学的生命 biological life
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生命

豊かな人生のために生命を支える



身
体
が
生
き

て
い
る

人のいのちの二重の見方

生物学的生命 biological life
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人
が
生
き
る

人生

生命

豊かな人生のために生命を支える

物語られるいのちbiographical life



四日市医師会会長山中賢治先生より



本人のピース（思い）を集め繋ぎ合わせる
意思形成～意思表明

Oshiro Kyoko Nishikawa Mitunori 2018



社会が求めていること

• 難しい意思決定に「正解」を出すこと ではない

• 医療・ケアチームが何が本人にとっての最善かについて真剣に悩
み、十分に話し合った結果の「決定」であること

• 決定に至るまでのプロセスに本人が可能な限り参画していること
（Nothing about us without us）
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DNAR



DNARは、心肺停止に陥ったとき、心肺蘇生を行っても蘇生する可能性が低い
と考えられる場合には、心肺蘇生を試みないでほしい、という患者本人や患
者の代理者の意思表示です。

言い換えれば、病状悪化によって心肺停止になった場合は心肺蘇生を行いま
せんが、想定 の事象（食事による窒息など）によって突発的に心肺停止と
なった場合は「蘇生の可能性が高い」と考え、原則として心肺蘇生を行いま
す

ナチュラルコース 心の準備



大分MC協議会 令和６年度第２回事後検証・ブロック連携作業部会

• CPA受け入れ病院 「DNARの確認」を要請するな！

• 大分県医師会 ACP推進
DNARの遂行

• 各消防本部 呼ばれたからにはCPR
「DNARの確認」を要請されても「確認できません」
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大分県

記録用紙





本人の意向 画面本人の希望
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ツールは作るだけではダメ



「人生会議」を考える大分県民の会

• 参加団体

• 大分県医師会（会長）

• 大分大学

• 医学部救急医学・高度救急救命センター（副会長）

• 大学医学部総合診療・総合内科学講座

• 福祉健康科学部・基盤教育センター

• 大分県看護協会

• 大分県訪問看護ステーション協議会

• 大分県医療ソーシャルワーカー協会

• 大分県介護支援専門員協会

• 大分県障害者相談支援事業推進協議会

• 大分県救急医学会

• 大分県

• 医療政策課・高齢者福祉課・消防保安室

会長 井上雅公
副会長 安部隆三

小野隆宏
事務局 舛友一洋

2023 6月9日発足



会則第２条（目的）

本会は、『豊かな人生を送るために「人生会議」の普及

啓発を推進する条例』の趣旨に沿い、大分県民が本人の

価値観・人生観・死生観を共有した上で本人の尊厳が守

られた豊かな人生を送るために、「人生会議」の普及啓

発と実践を通して、県民自身が希望する医療やケアを受

けることができる環境の実現を目指すことを目的とする







「矢印」の画像検索結果

連携方法

聞く
集める
記録する

在宅療養

病院

PT/OT/ST

薬剤師 栄養士

ヘルパー

デイケア・サービス

かかりつけ医訪問看護

ケアマネジャー

施設療養

嘱託医生活相談員

区長・民生委員

医師 看護師

MSW

CE 歯科衛生士
積極的待機

本人の人生観・価値観・死生観

家族に迷惑かけたくない

きついのはいや

死ぬのは怖い

たたみの上で死にたい

家で気ままに暮らしたい

食べれないなら死んだ方が

助かるなら何でもして

もう十分生きた

延命は望まない

施設もいいか

家で死にたい

胃瘻はいや

「本人の意向」

尊厳が守られた豊かな人生を送るための

「人生会議」の実践を担う人材

医師、看護師、訪問看護師、MSW、
介護支援専門員（ケアマネジャー）、 
高齢者施設の生活相談員ら

ケアワーカー

ツール 実践方法

市民への普及啓発 39

https://www.google.iq/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjK_46C5LTdAhWB7mEKHURRBt4QjRx6BAgBEAU&url=http://www.improbic.net/design/file/?p%3D1953&psig=AOvVaw3SMsChw8H8AGyjgL6Frjzt&ust=1536818149523502


沖縄方言

あちまてぃ、ゆんたくひんたく

（集まってたくさん話そう）

まくとぅーそーけーなんくるないさ

（きちんとしていれば、なんとかなるさ）



規範的（考え方の）統合：

「住まい」や「生活支援」「介護」

「医療」「予防」などシステムを構

成する要素が一定の戦略を持ち効果

的に組み合わせて提供されるべき

Leutz1999

Linkage

連携
Coordination

調整・協調 Full integration

4141



最期まで自分らしく
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